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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、ロシアの心理学者ヴィゴツキーの理論を手かがりとした、幼児期から児童
期前期（本研究では以下、幼年期と標記）までのカリキュラムに関する理論的基礎を明ら
かにした。 
 第一に、児童学文献など一次資料の読解から、ヴィゴツキーは「7 歳の危機」のなかで、
就学移行期を発達の契機としてとらえ、過渡期的なモメントとして位置づけていたことを
明らかにした。 
第二に、ヴィゴツキーの危機のとらえ方、および、彼の最近接発達領域の概念をふまえ

るならば、就学期の子どもの困難性と小学校への憧れを利用したカリキュラムの在り方が
構想できることを明らかにした。 
第三に、上記の 2 点を踏まえ、小学校の文化的道具などを用いた「学校ごっこ」プログ

ラムを実施することを提起した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study’s is to explore a theoretic foundation of Early Childhood 
Curriculum from Vygotsky’s theory. 
The study arrived at the following : 
1. Vygotsky said in his “ Crisis of seven year-olds”that a period of transition for school 

is not only negative moment but also developmental moment for child progress. 
2. It is important that Children’s difficulty and their “adoration” for school should be 

considered for a transition curriculum. 
3. For the considerations above, this study suggests that the program is good for 

preparation of school through “Make-believe play of School” that used of cultural tools 

in school. 
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１． 研究開始当初の背景 

 近年、幼児教育領域では「小一プロブレム」

と呼ばれる就学前から小学校への接続が問

題となっている。そこでは、保育所・幼稚園

で、遊びを中心とした時間的にも空間的にも

自由な文化のなかで育ってきた子どもたち

が、学校文化のなかでは上手く自己の力を発

揮できないでいる現状がある。それに対して、

行事交流、教員の人事交流、カリキュラム研

究など様々な試みがなされている。しかし、

幼児期と児童期にかけての子ども自身がど

のような葛藤や悩み、そして発達的課題を抱

えているかが不明確なままである。海外に目

をむければ、幼児期から学童期における一貫

したカリキュラムが存在している。アメリカ、

NAEYC による「発達にふさわしい教育実践」

では乳児から 8歳までの子どものカリキュラ

ムを構想している。しかし、現在の日本では、

小学校低学年を含めた一貫した幼年期カリ

キュラムがほとんど存在していない。その理

由として、制度上の違いは別として、就学前

から小学校、あるいはそれ以後の長いスパン

でとらえた発達理論の不在が考えられる。 

そこで、手がかりになると考えられるのがロ

シア・ソビエトの心理学者ヴィゴツキーであ

る。ヴィゴツキーは晩年の児童学研究のなか

で、当時のロシアの就学時期を「7 歳の危機」

としてとらえている。それは、外的環境の変

化と子どもの認識プロセスの変化の葛藤の

時期であると指摘している。ヴィゴツキーの

研究枠組みは発達・教育という現象を、個人

レベルではなく社会文化的な文脈と密接に

関係したものとしてとらえ、ピアジェの個人

主義的発達観とは対局に位置づけられてき

た。他方、近年では、社会的構成主義の立場

から、プラグマティズムやバフチンなどの言

語理論との親和性などから、状況論的学習理

論などにおいてもヴィゴツキーの理論が用

いられている。しかし、このような動向とは

別に、ヴィゴツキー研究において児童学

（педология）とよばれる領域は、児童学批判

（1936）以後、スターリン時代を中心として、

ほとんど封印されてきた研究領域でもある。

この児童学はヴィゴツキーが晩年に最も力

を入れていた領域であり、就学期の子どもの

発達と教育の関係に深く言及している重要

な領域でもある。また、子どもを総合的に研

究しようとしたこの領域の知見は、今日の子

どもをめぐる状況になかでも十分に意義あ

るものであると考えられる。そこで、本研究

では特にヴィゴツキーの児童学研究に焦点

をあてて、幼年期における発達と教育の関係

について検討を行う。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的はヴィゴツキーの発達論を

手がかりとした幼年期カリキュラムを構築

することである。第一に、これまで未刊行で

あったヴィゴツキーの児童学研究を中心に

就学期の発達的、教育的問題を理論的に整理

する。特に、就学期の「7 歳の危機」という

概念に着目し、その「危機」をヴィゴツキー

がどのようにとらえていたのかを児童学研

究を整理することで明らかにする。 

第二に、社会文化的アプローチが強調する

文化的道具(cultural tools)による媒介された

認知発達の理論をベースとして、就学前と就

学以後のシンボルの違いに着目し、幼年期カ

リキュラムを作成する。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、以下のような方法論と手続き

で行った。 

（１） ヴィゴツキーの理論的に整理する

ため、文献研究を行った。2009年 11月

にモスクワ（ロシア人文大学）で行われ

たヴィゴツキー記念国際会議第 10回大

会に参加し、情報交換を行うとともに児

童学に関する一次文献を収集し、整理し

た。 

（２） ヴィゴツキー理論が乳幼児カリキ

ュラムにおいてどのように位置づけられ

ているかを先行研究として検討を行った。 

（３） ヴィゴツキーの遊び理論や最近接

発達領域の研究などをふまえ、独自の就

学前プログラムを構想した。 

 

４．研究成果 

本研究の研究成果は以下のように整理で

きる。 

第一に、これまで十分に検討されてこなか

たヴィゴツキーの児童学領域の知見を整理

することで、「7歳の危機」などを中心として

幼年期（就学移行期）の幼児の発達特性を明

らかにした点にある。ヴィゴツキーはこの時

期の危機を決してネガティブなもとしてと



らえていたわけではなく、その次なる成長発

達への重要な契機としてとらえていたこと

を明らかにした。この点は、従来、「発達の

連続性」という言葉で、就学前と小学校との

教育内容を安易に連携する試みや、幼児期か

らの早期教育型の教育方法への批判として

位置づけられる。 

第二に、ヴィゴツキーの諸理論から、就学

前の遊びや記号的活動を鍵としたプログラ

ムの可能性を示唆したことにある。 

本研究では、幼年期カリキュラムとして、

ヴィゴツキーの遊びに関する論考やシンボ

ル活動（身振り、描画など）に関する知見に

着目した。着目した理由としては、遊びや活

動といった保育のなかでの子どもの経験を

いかに、個人のなかで意味づけ再構成してい

くかが就学前と小学校をつなぐ重要な知見

であると考えたからである。この点に関して、

ヴィゴツキー的な観点に立つならば、小学校

における文化的道具（鉛筆、ノートなど）に

よる媒介活動のなかで、認知的に経験が再構

成がなされ、その子どものなかで何らかの概

念として意味づけられていくと考えられる。 

欧米のプログラムでは自己のアイデアを

表現する媒体として、描画やコラージュ、文

字や数字やチャート図などが挙げられてお

り、これらはヴィゴツキーの文化的道具を基

礎としたものである。本研究では、これらの

ような表現媒体としての記号の獲得とは異

なり、小学校の文化的道具を用いる環境に身

を置くことで、「小学校へのあこがれ」を抱

くことの重要性を指摘した。 

また、本研究では就学を、就学前文化から

小学校文化への「文化間越境」であるととら

えた。この越境は個人には「危機」として顕

在化し、教育的困難としてたちあらわれるが、

この越境は発達の大きな契機であると考え

られる。そこで着目したのが「あこがれ」と

いう心情面であった。この「あこがれ」こそ

が、ヴィゴツキーの指摘する遊びの最近接発

達領域の概念に結びつくと考えたからであ

る。 
 
 
 
 
 

 
 
図１．就学前と小学校への発達的移行図 

 本研究では、文字や数を早期獲得し小学校

の学習内容を先取りした保育内容ではなく、

むしろ、小学校文化に慣れるなかで「小学校

へのあこがれ」を醸成することを目的として

「学校ごっこ」プログラムを構想した。 

 就学前の子どもたちが小学校の「生徒役」

となり、保育者が「先生役」になり、チャイ

ムや椅子など学校文化を取り入れた環境の

なかで「学校ごっこ」を行う。このような活

動では、小学校の文化的道具を子どもたちが

あつかうなかで、その文化的振る舞いなど学

校ハビトゥスを身につけることができると

考えられる。 

 以上のような具体的なプログラムは欧米

の認知的発達に特化した幼年期カリキュラ

ムとはことなる保育に根ざした就学移行期

カリキュラムの新しい形態であると言える。 
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